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表紙写真テーマ

「お父さんといっしょ！」
　　　　　　お父さん：「中央会って楽しいとこだろ？」
　　　　　　こ ど も：「うん、たのしい！おかあさんにもいっとくよ！」
　　　　　　お父さん：「そこんとこヨロシク…！」
　　　　のようなコミュニケーションがとれた、お父さんといっしょの1枚です。

　4月レクリエーション例会で、日頃忙しくなかなか家族
サービスができない会員が久しぶりに子どもとなかむつま
じく遊んでいる、この1枚を収めさせていただきました。
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　4月10日（日）日吉津海浜公園において4月レクリエーション例会が総務委員会・国際交
流委員会担当により開催された。「春のＴＳＣ寺子屋」と題す
るこの例会は、学校の授業に見立てて体育、社会、家庭科、

図工と趣向をこらしたレクリエーションが行われた。開催前、初の試みとなる朝食バイキ
ングは大盛況。皆、用意された特製ロールパンサンドイッチに舌鼓をうった。

　中本校長の挨拶のあと1時限目の体育が
始まった。講師に皆生ライフセービングク
ラブの高津芳治（たかつよしはる）氏を招き、

「頭で思ったとおりに体を動かす」さまざま
な運動やゲームが行われた。ひも状のはしごを使ったラダートレーニン
グでは両足を1マスごとに開いたり閉じたり、片足を交互に入れて早さ
を競うゲームをした。単純な運動だが、なかなかうまくできない会員が
続出。大人とは対照的に、子どもたちはいとも簡単にこなした。これは
年の差なのか、大人と子どもの頭のやわらかさの違いなのか。講師の高
津氏によると、こうした運動は脳の伝達能力を高める訓練にもなるとい
う。会員にとってはよい運動になったようだ。
　2時限目は社会科というこ
とでＥＭ菌の実践講習が行わ
れた。この授業には会員の奥
様方が多数集まった。

　　3時限目は家庭科。最近、めっきり少なくなった飯ごう炊飯だ。
委員会ごとに火をおこし、用意したお米をとぎはじめた。飯ごうを
見たことのない子どもたちはこれから何がはじまるのか興味津々。
米のとぎ汁はＥＭ菌の培養に利用し、環境にも配慮した。ご飯の炊
き方は、「 はじめチョロチョロ、中パッパ！？」が火かげんの基本と
されているが、結局のところ会員それぞれの経験で火かげんを調整
し、おいしいご飯が炊き上がった。もちろん「 お焦げ」もおいしくい
ただいた。
　4時限目は図工。手づくり凧あげと手づくりブーメラン遊びの予定
だったが、この日は猛烈な風が吹き、作り方の講習だけとなった。

　レクリエーション例会は委員会活動とは
違った会員の表情や様子が見られる会員同士
の交流の場であるが、親と子の交流の場でも
あるように思う。今回も多数の親子参加が見
られた。会員は１人の社会人であるとともに、
１人の親でもある。このような場でこそ「良
き先生」ぶりが発揮できるのではないだろう
か。

朝食バイキング

高津先生

EM 菌の実践講習

夫婦？！

氷屋さん

お菓子なおっさん

 飯ごう炊飯
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総務委員会
平成17年4月4日（月）於：ホールサムインかいけ 出席者／11名
議題／4月レクリエーション担当例会、女性会員拡大のための考

察について

メディア・コミュニケーション委員会
平成17年4月7日（木）於：ホールサムインかいけ 出席者／17名
議題／ハンサム、ホームページ、6月担当例会、30周年記念誌、

2004年度委員会報告・卒会寄稿文集、2005年度会員名
簿について

人づくり委員会
平成17年4月6日（水）於：さんれいフーズ 出席者／17名
議題／会議風景撮影（ロバート議事法に準拠した会議風景）

まちづくり委員会
平成17年4月6日（水）於：米子食品会館 出席者／7名
議題／3月担当例会の反省

経営委員会
平成17年4月13日（水）於：米子食品会館 出席者／10名
議題／山陰合同銀行中ノ森ＯＢの講演、会員企業紹介CD作成に
　　　ついて

政治行政委員会
平成17年4月6日（水）於：ホールサムインかいけ 出席者／11名
議題／観光講師㈱まるは橋本秀夫社長の講演、5月担当例会、ア

ンケート配布の進捗状況について

国際交流委員会
平成17年4月8日（金）於：ニューアーバンホテル 出席者／8名
議題／「日本のコウノトリも韓国のコウノトリもよみがえれ！」
　　　金晃（キム　ファン）氏の講演、4月レクリエーション担

当例会について

エコチャレンジ2004委員会
平成17年4月5日（火）於：山陰建販 出席者／9名
議題／EM団子作成作業

会員拡大特別委員会
平成17年4月14日（木）於：ホテルサンルート米子 出席者／8名
議題／会員拡大進捗状況、来期以降に引き継ぐ事項について

4月度委員会報告

※役員会報告・連絡事項、会員拡大の件は各委員会とも行われています。
※詳細については各委員長までご参照ください。

　4月20日（水）〜22日（金）県青年中央会　中国大連市経済交流視察旅行が2泊3
日で行われた。
　出発の10日前に起こってしまった、北京での抗日デモ。県青年中央会の方も訪
中中止の気運が高まったようだが、報道だけで判断せず、鳥取県や山陰合銀大連事
務所の意見を聞いたり、外務省の渡航情報等を参考にして、包括的に判断した結果、
県青年中央会の方で中止はしなくてもよいとの判断に達した。
　そして訪中。
　大連の町は、さわやかな春の風が吹いていた。さっそく県事務所、ジェトロ、山
陰合銀の駐在員の方に説明を伺い、その後懇親会。また翌日は、Ａ〜Ｃ班に分かれ、
私たちＢ班は、ファッションメーカー「イトキン」と日本料理店「宮島」の、それぞ

れ総経理にお話しを伺った。その後、3班合同にて意見交換会、また、懇親会と非常に慌ただしい日程であったが、ためになるお
話しを伺えた。まず、この度のデモにも伺えるチャイナリスクについてだが、中国に駐在している皆さんが口を揃えておっしゃる
のは、ここは外国であるということ。そして、中国人は文化も、生い立ちも、生活も、そして
考え方もすべて私たち日本人とは違う。でも、その違いを理解することこそが、リスクをなく
す第一歩だということだ。
　日本人は、よく中国人に騙されたというが、それは中国人をよ
く理解していないということだと教えていただいた。今回のデモ
も、まさしくお互いがよく理解していないことから始まっている
が、現地の方はその垣根を乗り越え、このような時勢の中でも企
業や個人、日本や中国のために中日友好に努力しておられる。そ
の姿を拝見しただけでも、また、生の声を聞けただけでも、今回
このタイミングで中国（大連）に行くことができた重要性を感じて、
本当に行ってよかったと考えながら帰路に着いた。

　マラソン部は、実働は3月から開始しています。
　現在はコース設計・ポイント、ボランティア配置計画が完了し、随時コースチェック・危険箇所の洗い出しを行っているところで
す。「毎年同じコースを通るのに…」と思われる方もいらっしゃると思いますが、毎年変更を繰り返しています。ASやコース自体
の変更がある場合はもちろん、当日までの道路・水道工事によってもポイントやボランティアさんの配置が変わってきます。なお
かつ選手のアンケート結果をもとに危険個所を割り出して配置計画を考えています。ASへの支給食料も無駄なくかつ必要なもの
は十分に。看板は少しでも選手に見やすく。ASは立ち上げと撤収が無事行え、不慣れなAS担当さんには丁寧に教えてあげられる
ようにボランティア説明会や当日立ち上げを通してサポートします。
　同じ事を、よりよい結果に結びつけるために精進するのがマラソン部です。
　これより大会当日に向けて、ポスター張や備品洗いがあります。日を浴び、汗を流して準備することによってすばらしい充実感
が味わえるものと思います。今年は出やすいように土曜午前中を原則としていますので、皆さんのご協力をお願いします！作業を
終えたあとのうまい一杯を味わいましょう！！

全日本トライアスロン皆生大会〜マラソン部〜「より安全に、楽しく」 トライアスロン

活動報告 全日本トライアスロン皆生大会〜マラソン部〜「より安全に、楽しく」
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御誕生
拝藤博幸会員　4月13日　長女　真

ま
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おめでとうございます

　この度、ホームページがリニューアルされ
ました。今まで何回かのリニューアルを繰り
返し、4〜5代目のホームページということ
になります。

　今では、情報収集ツールとしてあたりまえになって
しまったインターネットですが、インターネットって
何？という人たちが数多くいる時代に経済団体として
は、いち早く着目して会員の手作りでホームページが
立ち上げられました。1955年（第21期）の6月例会に
おいて開設されたことが発表されています。
　当初、インターネットといえば日本中、世界中に情
報が発信でき、収集できるツールとして考えられてい
ましたが、今ではそればかりではなく、むしろ限られ
たローカルで利用し情報を共有できるものとしての利
用が多くなっています。我々も10年あまり継続して
きたホームページを今期、見直して更に利用促進を図
る事をねらいとしてリニューアルしました。今後、中
央会のホームページがよりよいものになっていくには、
会員個々が考えてどんどん利用していくことがこれま
で以上に必要となってきます。リニューアルした事に
より「 もっとこんなことができたらいいのに」「 こうな
ったらもっと便利だ」という意見が多くの会員からたく
さん出てくることこそ望ましいことなのですから。

　未来を考えるにあたり、やはりこの会の「歴史」をもう一度考えて見ては
どうでしょうか？
　組織であるなら新陳代謝はあって当然だし、新陳代謝を繰り返せば変質
していく事も、ある意味仕方のないことかも知れません。

　何が言いたいかと言えば、「今後の中央会、先行き不安では？」今の中央会を考えて
見ればわかるように、言った者勝ちみたいな風潮があるように思う。まわりの事を考
えず自分が正しい、人の意見は関係ない、これではせっかく先輩方が一生懸命築かれ
た中央会の歴史も終わったなと感じる。やはり前に進むのもいいし、意見を言うのも
いいが、もう一度原点に戻り一から考えて見てはどうだろう。「前は良かった」と言う
事を現在を否定しているのではなくこれからの活動に役立てる「糧」にして欲しいと思
う。私自身「温故知新」と言う事を常に頭の隅に置き生活をしている。今一度文句を言
う前に、意見を言う、そしてせっかくすばらしい会に入会したのだからもっと意見の
交換が出来る会であって欲しい。

　入会してようやく1年。馴染めてきたと感じる部分もあり、まだまだ馴
染めない部分もある。自分自身が『活動の中では　こうあるべき』と考える
理想に達することができていない時、馴染めていないと感じるのかもしれ
ない。

　たくさんの先輩方に活動はどうあるべきかを聞いた。年代・環境により様々でまさ
に十人十色。話す内容はさることながら、話し方にもその人がこの会の中で生きてき
た“人となり”が垣間見える。ただ一つ共通して言えるのは、皆自分の考えがはっきり
とされており、何らかの経験から出たウンチクがあり、夢や展望がある。それは過去
であり未来である。自分にはまだ人に胸を張って言える過去や未来が無い。だから今
を精一杯充実させたい。

浜　徳正
生 年 月 日…昭和34年7月13日
入　会　日…平成5年7月
在 籍 年 数…12年
入会年度会長…高田昭美

一番の思い出…入会した年のトライアスロンです。この年は記録
的な冷夏で7月というのに大変寒い日で選手もボランティアも震え
る中、開催された記憶があります。そんな中、中央会の境港の会
員を中心として運営された境港ＡＳで、家族も一丸となり、温か
い団子汁で選手をもてなし、喜ばれたこと、また会員皆が一致団
結して物事を達成した充実感を思い出します。

　来る人あれば去る人もある。様々な伝統を作り上げた精
鋭達に栄光あれ！！　本年、卒会予定者12名を紹介する
コーナーです。（入会順、入会時の写真を使用）

2005年Good luck！！ 
卒会予定者

高田孝志
生 年 月 日…昭和34年8月29日
入　会　日…平成7年7月
在 籍 年 数…10年
入会年度会長…阿部信行

一番の思い出…思い出と言うより私にとっての財産がたくさん出
来たことでしょうか、ニューカマーズの委員長をさせていただき、
最後の年は監事までさせていただき貴重な経験もさせていただき
ました。また多くの先輩・後輩の方とも知り合い私自身を鍛えても
いただきました。思い出にするのはもったいないのでいつまでも
引きずって頑張りま〜す。

石指　智
生 年 月 日…昭和34年9月12日
入　会　日…平成8年3月
在 籍 年 数…9年
入会年度会長…松本　啓

一番の思い出…一番の思い出は、当時社会文化委員会というのが
あり、年間テーマを職場で働く女性の地位向上、役割等々と題し
て多方面から、色々な方をまねき食事をしながら、フリートーキ
ングで女性の立場から熱く語って頂いた事です。活動していく中、
経済人、異業種団体での交流は、真に、自己研鑽の場であり、出
逢いの場でありました。今は只々、感謝の気持ちで一杯です。あ
りがとうございました。

種　克則
生 年 月 日…昭和35年3月5日
入　会　日…平成9年8月
在 籍 年 数…8年
入会年度会長…小原得雄

一番の思い出…一番の思い出は打ち上げ研修と言いたい所ですが
それではあんまりですので、やはりトライアスロンにボランティア
として参加出来た事です。それまであまり関心が無かったのですが
参加して見て、こんなに熱い世界があったのかと、衝撃を受けたの
をおぼえています。それも選手だけでなくそれをサポートする人々
も一緒になって燃えているすばらしい経験でした。こんな経験が出
来たのも中央会に入ったおかげだと思い感謝しております。

5月役員会報告

5月例会（臨時総会）案内

　5月定例役員会が平成17年5月2日（月）、ホールサムインか
いけにて開催されました。当日の主な議題は以下の通りです。
　・5月例会（臨時総会）開催の件
　・6月例会開催の件　　　　・その他
※なお、詳細については委員長までご参照ください。

若槻　聡
生 年 月 日…昭和35年2月18日
入　会　日…平成10年11月
在 籍 年 数…7年
入会年度会長…宮廻裕和

一番の思い出…やはり委員長になった時の事でしょうね。結果は
どうあれ、その時期には中央会について自分なりに何かと考える
時間が多かった訳で、会に対する考え方の転機になったように思
います。レクリエーション例会に初めて家族を呼び、会に対して
妻の理解を得られたのも委員長の時でした。その代り子供の信頼
は失ってしまいましたが…。

2005年Good luck！！ 
卒会予定者

と　き：平成17年5月16日（月） 18：30〜
ところ：米子全日空ホテル
内　容：（1部）鳥取県西部観光スライド上映
　　　　（2部）パネルディスカッション
担　当：政治行政委員会


